







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































工謡扇劃 工　　場　　下 ? 1工場所在町　村　数
3副
???????????????? ? ?? ?興業舎松宮兄弟商会（宮崎儀三郎）野間直政
岡田恒太
矢野商店（矢野通直）
高橋元太郎・水野文次郎
鴨川知一
橋本萬三郎・木原友太郎・武田由太郎
阿部合名会社ほか
丸今綿布合資会社ほか
麓常三良βほカ〉
　16
　13
　16
　工3
　8
各5
　3
合訓43 t
註1）r明治41年愛媛県勧業年報』より作成。
すぎないが，
興業舎は実に
38工場で，そ
れらはユ6力町
村に分布して
いる。これに
つぐ松宮兄弟
商会は24工
場，13力町村，
野間直政が15
工場，9力町
（22）
（23）
（24）
同前，607ページ。
同前，607ページ。
r愛媛新報』明治42年12月13日。
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　17e
村，岡田恒太が13工場，13力町村となっている。第2表でみた綿ネル工場数
は明治41年が最大で，42年がそれにつぐ大きさであり，40年代の著しい大き
さが注目されたが，それらの多くは分工場であったのである。わが国最大の
綿ネル産地である和歌山では賃織業によるところが大きかったのと対照的
に，ここ愛媛の綿ネルは多数の小工場の存在をもってその特徴としていたこ
とをみてきたが，その多くは分工場であり，この分工場形式の展開が今治綿
ネル業にみられる著しい特徴であったといえるのである。
　第三に，この分工場をその多数とする小工場は，その多くが越智郡下一円
の農村部に分布しており，これら農村部に小工場が籏生していることであ
る。明治41年の182工場は第5表のごとく，越智郡下33力町村に分布してい
る。うち今治町とそれに隣接する日吉村にあわせて34工場があるが（ここには
原動機を使用する5工場のすべてがあり，大規模工場も集申している），ほか
に四国本島部17力町村に97工場，島嗅部14力村に51工場というように郡下一
円に小工場が存在しているのである。この点については，従来からの文献にお
いてもその多くに記され，また篠崎氏によってもマニュ段階の著しい特徴と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25）して把握されているのであるが，古島氏の指摘にもあるごとく，この農村部
における小工場の籏生こそ明治後期の今治綿ネル業にみられる著しい特徴な
のである。
　なお，以上は『県統計書』の「工場細別」による検討であるが，　「県統計
書』は，明治27，28年と34年以降が利用できるにとどまり，明治20年代と30
年前後についての検討が不可能であること，ならびにこの「工場細別」は職
工10人以上のもののみを対象としていること，という二つの理由によって小
工場の推移を十分示し得ていない。動力化のはじまる以前の，明治30年前後
の広汎な小工場の展開の実態はあきらかにし得ないし，また，先には明治41
年をピークとした工場数の，職工！0人をやや下まわる数名程度の小工場が加
（25）　古島（11）と同一書，450～51ページ。
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第5表　織物工場の分布状況（明治41年）
願解工数不明
lo人未満
10人以上
15人　〃
20人　〃
3Q人　〃
40人　〃
5Q人　〃
lQO人　〃
150人　〃
2QO人　〃
合
??
今治町
7一　89（　7）
〈1＞
5一　91（IO）
7－175（21）
1一　32（　3）
〈1＞
2一　85（IO）
1一　92（　7）
1－IOO（20）
＜1＞
1－220（20）
26－884（98）
〈3＞
日吉村
4一　43（　O）
3一　65（　O）
1－163（13）
〈1＞
1－238（28）
＜1＞
9－509（41）
そ　の　他
四国本島部
17力町村
46一　524（　O）
16一　2B8（　O）
2フー　　589（　O）
5一　168（　4）
2一　87（　5）
1一　120（　5）
97－1，746（！4）
島喚部ユ4力村
1一　？
2一　17（　O）
22－269（　O）
12－204（　O）
9－203（　1）
2一　66（　O）
2一　82（　4）
1一　50（　O）
50－891（　5）
1一　？
合　　　計
33力町村
1一　？
2一　17（　O）
79一　926（　7）
〈1＞
33一　653（　O）
46－1，032（　22）
8一　266（　7）
6一　254（　！9）
2一　142（　7）
2一　220（　25）
＜1＞
1一　163（　13）
〈エ＞
2一　468（　48）
〈ユ〉
181－4，030（158）
〈5＞
　1一　？
註1）　r明治41年愛媛県勧業年報』より作成。
　2）7－89（？）は工場数7，うち原動機使用工場1，職工数89，うち男工7を示す。
　　〈1＞
わった際の推移もあきらかではない。先にみたように，有力業者は明治34年
以前においても分工場を多数設置しており，・小工場の広汎な成立があったと
いえよう。今治綿業にみられる小工場の籏生という特徴は，明治34年の動力
化の時期以後だけではなく，それ以前にも共通するものであった。このよう
にそれは20年代にもみられるこの今治綿業の特徴ではあろうが，しかし，明
治33年からはじまる一部有力業者による織機の採用，工場生産への転換がお
しすすめられた時期にこそ多数の小工場（小マニュファクチュア）が分工場
として設立されていることに注目すべきであろう。
　篠崎氏によってマニュファクチュア段階の箸しい特徴ときれる綿ネル業に
　　　　　　　　　　　　　　　　一41一
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おける大規模マニュファクチュア（本工場）と周辺農村の分散的零細マニュ
ファクチュア（分工場）との結合という関係は，この今治地方において特徴
的にあらわれたものであり，他の綿ネノヒ業地域にはみられず，綿ネル業におけ
る一般的特徴ではない。篠崎氏にあっては，今治綿ネル業のわが国綿ネル業
における位置づけの吟味がなく，綿業史にみら’れる資本制的発展の一般的法
則性のここ今治綿業史における貫徹を検証することに主要な力点がおかれて
いること，その検証が既存の文献にみられる統計，記述の再利用にとどまっ
ていること，などによって，　この今治綿業史にみられる特徴的な現象形態を
特徴的なものとして把握し得ずにおわってしまったといい得よう・また，明
治33年の阿部会社における力織機の導入をもって産業革命の開始とし，それ
以後をひたすら力織機化，上にみた本工場・分工場の結合の解体過程とされて
いるために，朋治40年代までをもつらぬく分工場の籏生という事態は見落さ
れてしまっている。動力化による工場制工業への転換ということが明治後期
から大正期にかけての基本的動向であるということはいうまでもないところ
であるが，動力化は少数の有力業者の大規模マニュファクチュアにおいての
みみられたことであり，この時期には多数の小マニュファクチュアがいっせ
いにうまれているというように，その現実はきわめて複雑なのである。少数
の有力業者の大規模マニュファクチュアにおける動力化の進行と，同時に展
開する小マニュファクチュアの籏生という複雑な過程についてのより適切な
時期区分が必要であると思われる。
　（2）　今治綿業史における一論点
　すでに第1節でみたように，愛媛の綿ネル業は，京都のように少数の大工
場生産によるのではなく，また和歌山その他のように一部大工場における捺
染・起毛と賃織業による製織ということでもなく，多数の小工場による生産
であるところにその特徴があるとされていたが，前項では当該の時期の今治
地方には，農村部に多数の小工場の籏生，今治綿ネル業者による小分工場の
設置，という動きのあったことをみてきた。今治綿ネル業の急速な発展はこ
　　　　　　　　　　　　　　　一42一
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の農村部における小工場の成立を基礎としていたのであり，これら小工場を
めぐっての検討こそ今治綿業史における重要な課題であるといえよう。こ
れら小工場の多くが今治綿ネル業者の分工場であることをみてきたが，こ
の分工場の実態・性格を吟味し，今治綿ネル業者が分工場を設置していく要
因をあきらかにすることが肝要であろう。ここでは今後の検討に先立ち従前
の文献の・記述などによって若干の見当づけを行いたい・
　文献上の記載としては，白木綿に関するものがある。　「愛媛県誌稿』下巻
は白木綿について，　「本事業は純然たる家庭工業にして精確なる統計」はの
ぞみがたいとしたあと，明治34年から43年目での白木綿業の営業者等の統計
　　　　　　（26）をあげているが，そこにあげられた営業者・工場・取扱店・仲持人について
「取扱店とは織元と賃下職工との間に介在して，原糸の供給，製品の収納，
賃銭の仕払を任とし，一定の口銭を受け工場を設備し，賃織職工の作業場を
貸与するものなり。仲持人は工場を有せず，其他は取扱店と同じ。而して本
門の工場と称するは，織元に於ける糊付・糸繰・整理等の織成の準備を為す
　　　　　　　　　（27）場所なり」としている。営業者一織元のごとくであり，この織元と賃織者と
の中間に介在するものとして，取扱店と仲陽人とがあるが，後者が口銭とり
であるにすぎないのに対して，前者はみずから工場を設備しているのであ
る。小工場を有する小工場主が織元によって編制され，取扱店となっている
ものとみなすこともできよう。これは臼木綿についてであり，綿ネル業につ
いては分工場の内容に関する記述はないが，　『県統計書』の「工場細別」の
（26）　同書，959ページにはつぎの統計が記載されている。
難国36國38i3gl・・4・｛4243
営業者
工場
取扱店
仲持人
????? ?????????? 15
　9
148
！4
17
127
151　131　13
251　32i　14
1241　1481　93
－i　83r　58
??
（27）　『愛媛県誌稿』1917年，960ページ。
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記載などから検討の手がかりを得ることができる。分工場の場合，工場主欄
は多くの年度は本工財主名をあげているが，大正3年以降には同一工場名を
冠するものであっても本工場主名と分工場主名とが異なっているものが多く
みられる年度がある。たとえば，大正3年には興業舎名を冠する工場は28あ
るが，今治町内にある職工531人の本工場と，職工10人，職工7人の工場は
その工場主は株式会社興業舎となっているほかは，1郡下各町村に分布する25
の分工場は，そのいずれもが工場主脳をそれぞれ異なる個人名としている。
大正5年はすでに綿ネル業における工場生産への転換が大きくすすみ；町工
場が整理された段階であるが，興業舎を冠する6月半は，．日吉村にある第一
工場と他村に分布する4つの分工場であるが，分工場主名は東千吉，小池弥
七，村上半治，村上喜作となっている。田頭綿ネルを冠するものとしては，
職工211人の工場（工場主田頭宗四郎）のほかに4つの分工場があるが，そ
れらの工場主名は矢野亀吉，矢野文治，鎌田貞治，木原長五郎である。この
ような事例は綿ネル業についてほかに5件あるほか，　タオル製造の富本合名
会社の分工場，縞木綿の今井町場の分工場にもみられるのである。これら分
工場主が分工場主任などであるのか，または文字通り分工場主であるのかは
いまにわかには判断しがたいが，先の白木綿の取扱店についての記述などか
ら，これをみずから工場を有する小工場主であるとみなすことができるであ
ろう。　さらに，タオル業の成立の経緯に関するつぎの記述，すなわち，明治
43年に麓常三郎が「二列式タオル製織機」を発明して製品の面目を一回目た
ため，今治綿布合資会社がタオルの製造を開始したほか，　「木綿業者のタオ
ルに転業する者，新規に営業するもの続出して，近郊各村落に於ける臼木綿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2B）及綿ネルの賃織工場は，何れもタオル工場に転じ」たという記述における，
近郊各村落に存在した白木綿および綿ネルの賃機工場とは，村落各所に成立
した小工場が賃織工場として編制されたものであるといえよう。このような
見当づけが当を得ているとするならば，この今治綿業史における特徴は，農
（28）　⑳と同一書，6Uページ。
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村部に多数の機業への小投資家層があり，それらの多くが今治綿ネル業者に
よって分工場として編制されているということにあるといえよう。　これら農
村部に多数の小投資家層があらわれることの諸条件や，今治綿ネル業者が生
産の拡大をこれらを分＝［1場として編制することによって行なっていく経緯の
検討などがなされなければならないであろう。
　今治綿ネル業は軍官公用，海外市場という市場条件のもとに急速に発展す
る。需要の増大に対応する生産の拡大は農村部の機業への小投資家層の分工
場的編制であったが，やがて，「従来執り来れる委託機は運営資金固定し，
資金の回収鈍く生産不規則」であるという状況のうちに，　「動力織機に属目
　　　（29）
し」て，力織機使用工場への転換が本格的にすすむ。　この力織機使用工場へ
の転換は彪大な資金を必要とするのであり，明治33年の阿部会社にはじまる
綿ネル業者の機械制工場への転換を可能とした資本的条件，さらにひろくは
斯業の経営に必要な固定資本，流動資本の資金調達方式の検討が必要であろ
う。この資金調達・金融面をはじめとして，今治綿織物業の発展過程の検討
は多面的に行われなければならないことはいうまでもないが，本稿において
は当面検討すべき，その最も特徴的な問題点を設定したのである。
附記　本稿は，昭和50年度文部省科学研究費補助金を得た「明治・大正期における地
　方工業地域の形成過程について」の研究成果の一・一一部である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1975．　8．　31）
（29）　備）と同一書，983ページ。
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